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安全上のご注意 

人身傷害を防ぎ、機器等の接続機器が破損しないように、以下の項目をよくお読みください。 

1.本製品に付属の「電源アダプタ」と「電源コード」は本製品専用のものです。       

必ず本製品のみにお使い下さい。他の機器への転用は保証できません。 

2. DVR の開口部を通して、いかなる物も入れないで下さい。 

感電やその他の事故を避けるために、DVR の開口部から異物を入れないでください。 

3. DVR をほこりだらけの場に入れないでください。 

DVR をほこりだらけの場に入れないでください。 

4. 雨や湿気の多い環境下に機器を設置しないでください。 

地下室のような湿気の多い環境下に機器を配置しないでください。機器が誤って水と接触した

場合は、電源ケーブルを抜いてすぐに販売店にお問い合わせください。 

5. DVR の表面を清潔で乾燥させておく 

DVR の筐体をきれいにするためには柔らかい湿った布を使用してください(液体エアロゾルク

リーナーを使用しないでください) 

6. 問題が見つかった場合は操作しない 

DVR から奇妙な臭いや音が聞こえる場合は、電源ケーブルを抜いて、          

販売店に連絡してください。 

7. 上部カバーを取り外さない 

警告：感電を避けるために DVR のカバーを取り外さないようにしてください。 

8. 注意して取り扱う 

DVR をぶつけた為に破損し、正常に動作しない場合は、販売店に連絡してください。 

9.標準リチウム電池を使用する(注:メーカーが取り付けた、または指定された電池を使用してく

ださい) 

電源を切った後、内部時計が動作しない場合は、内部の標準リチウム電池を        

交換してください。 

警告： バッテリーを交換する前に電源を切ってください、感電する可能性があります。   

使用済みの電池を適切に処分してください。 

10. DVR を換気の良い場所に置く 

DVR システムは HDD を搭載しているため発熱しやすくなっております。よって、運転中に

システムを冷却するための換気口(上、底、両側および裏側)を塞がないでください。冷却装置

を設置するか、換気の良い場所に設置して下さい。 

11. 接続された電源アダプタは、DVR のみに使用してください。 

12. 機器を濡らさないで下さい、感電や故障の元になります
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1.2 リモートコントローラ (オプション) 

第 1 章 製品概要 

1.1 リアパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

ビデオ入力 ビデオ入力デバイス、標準 BNC ポートで接続 

オーディオ入力 オーディオ入力信号、RCA ポートで接続 

オーディオ出力 オーディオ信号出力、RCA ポート 

USB ポート 付属のマウスまたは USB フラッシュメモリを接続します。 

VGA VGA 入力を使用してテレビまたはモニターに接続します。 

HDMI HDMI 入力でデジタルテレビやモニターに接続 

LAN ネットワークに接続する 

e-SATA e-SATA HDD に接続して、記録とバックアップを行います。 

RS-485 PTZ カメラに接続する 

センサーとアラーム 外部センサーおよびアラームデバイスに接続 

電源 付属の電源アダプタに接続する 

電源スイッチ 電源/オフ電源をオンにする 
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第 2章 DVR のインストールと接続 

2.1  HDD インストール 

購入したパッケージによっては、HDDがパッケージに含まれる場合があります。インストールが済んでい

ない場合は、このユーザーマニュアルのインストール手順に従ってください。 

 

注意 ： DVRの電源がオンになっている間は、HDDの脱着はしないでください。  

 

HDDインストール： 

(1) 最初に電源を切り、両面と背面パネルのネジを外し、DVRアッパーカバーを開きます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) データケーブルと電源ケーブルをHDDに接続し、HDDをDVRケースに置きます。 

(3) DVRケースを慎重に反転させ、ネジでHDDをDVRに固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 上部カバーを慎重に戻し、カバーをねじで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ：上記の手順は参考用です。実際の取付けは、購入したDVRによって異なる場合があります。 
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2.2 接続図 

 

注: 上図は参考用です。実際の接続は、購入した DVR によって異なる場合があります。 

 

2.3 電源接続 

注意 :  DVR に付属の電源アダプタのみを使用してください。 

 

電源アダプタの一端を DVR背面の電源コネクタに接続します。電源アダプタのもう一方の端をコンセ

ントに差し込みます。  

 

特定のモデルによっては、電源スイッチを押して電源をオンにする必要がある場合があります。 

 

 

スピーカー 
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第 3 章 DVR 共通操作 

3.1 付属のマウスを使用する 

 

1. 左ボタン: 

o クリックしてメニュー オプションを選択します。 

o 分割画面表示でライブ表示中に、チャンネルをダブルクリックすると全画面表示で表示

されます。チャンネルをもう一度ダブルクリックすると、画面の表示が分割されます。 

o ライブ表示画面でチャンネルをクリックするとカメラクイックツールバーが開きます。 

o クリックして長押しして、メニューモードでスライダーとスケールをドラッグします。 

 

2. 右ボタン: 

o 1 回クリックして、ライブ表示画面でタスクバーを開きます。4.2.2タスクバーにタスク

バーを表示する 

o メニューで、クリックしてメニューを戻す/閉じます。 

 

3. スクロールホイール: 

o メニューでスクロールして、メニューの内容を上下に移動します。 

o ボリュームコントロールホイールの上にマウスを移動しながら、スクロールしてシステ

ムボリュームを上/下にします。 

仮想キーボードの使用 

データを入力する必要がある場合は、画面に仮想キーボードが自動的に表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックして文字を削除します。 

クリックして完了 

文字を入力します

。 

クリックすると、キーボードを大文字と

句読点に切り替えます 

 

カーソルを左に移動する 

カーソルを右に移動する 
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出荷時設定
ユーザー名：admin パスワード：selco01$
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9

サブネット マスク: サブネットマスクは、ネットワークで使用できる IPアドレスの範囲を定義

するネットワーク パラメータです。IPアドレスが住んでいる通りのようなものであれば、サブ

ネットマスクは近隣のようです。サブネットアドレスは、ピリオドで区切られた 4つのグループ

の番号で構成されます。たとえば、"255.255.000.000"。 

ゲートウェイ: このアドレスは、DVRがインターネットにアクセスできるようにします。ゲート

ウェイアドレスの形式は IPアドレスと同じです。たとえば、「192.168.001.001」とします。 

DNS1/DNS2: DNS1はプライマリ DNSサーバーであり、DNS2はバックアップ DNSサーバーです。 

通常は、DNS1サーバーアドレスを入力するだけで十分です。 

ポート 

Web ポート:これは、DVRにリモートでログインする (Webクライアントを使用するなど) に使用

するポートです。デフォルトのポート 80が既に他のアプリケーションによって取得されている

場合は、それを変更してください。 

クライアントポート:これは、DVRが(モバイル アプリを使用するなど)を介して情報を送信する

ために使用するポートです。デフォルトのポート 9000が既に他のアプリケーションによって取

得されている場合は、それを変更してください。 

RTSP ポート: これは DVRが他のデバイスにリアルタイムストリーミングを送信することを許可

されるポートです (たとえば 、ストリーミングメディアプレーヤーを使用)。 

UPNP: Webクライアントを使用して DVRにリモートでログインする場合は、ルーターでポート転

送を完了する必要があります。ルーターが UPnP をサポートしている場合は、このオプションを

有効にします。この場合、ルーターを手動でポート転送を設定する必要はありません。ルーター

が UPnPをサポートしていない場合は、ルーターでポート転送が手動で完了していることを確認

します。 
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4.2.3 スタートメニュー 

スタートメニューを使用すると、ユーザーを切り替えたり、検索&再生したり、システム設定メ

ニューに入り、画面をロック/ロック解除したり、シャットダウン、再起動、ログアウトしたり

できます。 

スターメニューから[シャットダウン]ボタンをクリックし、移動したい追加のアクションを確認

します。 [OK]ボタンをクリックすると、システムは認証のために管理者パスワードを入力する

必要があります。 

出荷時設定
ユーザー名：admin パスワード：selco01$
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第 5 章 DVR システムのセットアップ 

[スタート] メニューの設定から、チャンネル、レコード、アラーム、ネットワーク、デバ

イス、システムの DVR を設定できます 

16



5.1.1.1 アナログチャンネル 

DVRは、アナログチャンネルを無効にして IPチャンネルを増やすことをサポートしています。

アナログチャンネルを無効にする場合は、チェックボックスをオフにして[Apply]をクリックし

て保存します。アナログチャンネルを無効にするには、IPチャンネル入力を増やすことができ

ます。これを行うには、システム→一般→モードで [XVRモード]を有効にする必要があります 

5.1.1.2 IPチャネル 

DVRの XVRモードを有効にすると、IPカメラの追加や IPチャンネルの変更がサポートされます 
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チャンネルのバインド: 運用する DVRのチャンネルを選択します。 

カメラへの IPの自動割り当て: 追加された IPカメラは、その IPアドレスが DVRと同じネット

ワークセグメントに存在しない場合は接続できません 。この機能を使用して、追加されたすべ

ての IPカメラに IPアドレスを再割り当てします。 

チャンネル削除: 1つまたは複数の IPカメラを削除するには、このボタンをクリックします。 

 

5.2 記録 

このメニューでは、記録パラメータを設定できます。 

5.2.1 エンコード 

このメニューでは、録画ビデオまたはネットワーク伝送の画質を設定できます。一般、メインス

トリームは HDDに保存される録画ビデオの量を設定します。サブストリームは、リモートアクセ

スを介して表示されているビデオ品質を定義します。Mobilestream は、モバイル デバイス経由

でリモート アクセスを介して表示されるビデオ品質を設定します。 

解像度: このパラメータは、記録された画像の大きさを設定します。 

FPS: このパラメータは、DVRが記録する 1秒あたりのフレーム数を設定します。 

Video エンコードタイプ: IPカメラのみ。DVR は H.264 IPカメラのみをサポートします。 

H.265 を選択すると、IPチャネルのライブビュー画面に「デコード失敗」が表示されます。 

ビットレート制御: ビットレートレベルを選択します。壁のような単純なシーンの場合は、一定

のビットレート(CBR)が適しています。交通量の多い通りなど、より複雑なシーンには、可変ビ

ットレート(VBR)が適しています。 

ビットレートモード: ビットレートを自分で設定したい場合は、ユーザー設定モードを選択しま

す。定義済みのビットレートを選択する場合は、事前設定モードを選択します。 

ビットレート: このパラメータは、DVRがビデオを録画するために使用するデータ転送の速度に

対応 します。より高いビットレートでエンコードされた録画は、より良い品質になります。 

Audio: ビデオと一緒にオーディオを録音し、マイクを DVRに接続するか、オーディオ機能を備

えたカメラを使用する場合は、このオプションを選択します。 

 MR:AMRオプションをオンにすると、このチャンネルにアラーム(モーションまたは I/Oアラー

ム)が発生すると、このチャンネルは最大フレームレート&ビットレートで記録されます。 
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5.2. 2.2 レコードのスケジュール 
このメニューでは、DVRがビデオを録画するタイミングを指定し、各チャンネルの録画モードを

設定できます。録画スケジュールを使用すると、通常の(連続)録画、モーションレコーディング

、I/Oアラーム記録、PIR録画(DVRがサポートしている場合)によって、毎日と毎時などのスケ

ジュールを設定できます。録音モードを設定するには、まずモードラジオボタン(ノーマル、モ

ーション、IO、PIR)をクリックしてから、カーソルをドラッグしてスロットをマークします。録

画スケジュールは、1つのチャネルに対してのみ有効です。他のチャンネルでも同じ録画スケジ

ュールを使用する場合は、コピー機能を使用します。[適用] をクリックして設定を保存します 

5.2.2 レコード 

このメニューでは、チャンネル記録パラメータを設定できます。 

5.2.2.1 レコード 

録音スイッチ: 各チャンネルで録音を有効にする場合にチェックを入れます。 

ストリームモード:録音品質を選択します。 [デュアルストリーム]を選択すると、システムはメ

インストリームとサブストリームの両方で記録されます。 

プレ録画: このオプションが有効な場合、アラームイベントが発生する数秒前に DVRが記録を開

始します。プライマリ録画タイプがモーションまたは I/Oアラームベースの場合は、このオプシ

ョンを使用します。 

チャンネル: チャンネルを選択して、記録パラメータを設定します。 

標準: タイムスロットが緑色に設定されている場合、チャンネルはそのタイムスロットの通常の

記録を実行することを示します。 

Motion: タイムスロットが黄色に設定されている場合、チャンネルレコードは、その時間帯にモ

ーションが検出された場合にのみ記録されます。  

IO: タイムスロットが赤色に設定されている場合、これは、その時間帯にセンサーが検出された

ときにのみ登録チャネルが記録されます。 

PIR: タイムスロットが紫色に設定されている場合、PIRがその時間帯に検出されたときにのみ

登録チャンネルが記録されます。 

[記録なし]: 黒のマークが付いているタイムスロットは、タイムスロットに対して録画がない 

ことを意味します。 
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メニュータイムアウト: ドロップダウンメニューをクリックして、DVRがアイドル状態のときに

メインメニューを終了する時間を選択します。また、"OFF" を選択して無効にすることもできま

す (パスワード保護は一時的に無効になります)。 

モード: XVRまたは DVR。XVRモデルでは DVR に IPカメラを追加できます。モードを XVRから 

DVRに変更すると、追加されたすべての IPカメラが削除されます。 

ウィザードの表示: DVRをオンまたはリブートするたびにスタートアップウィザードを表示する

場合は、このチェックボックスをオンにします。 
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第 6 章 検索、再生、バックアップ 

検索機能を使用すると、以前に録画したビデオや、DVRの HDDに保存されているスナップショッ

トを検索して再生することができます。録画スケジュール、手動録画、モーションイベントのみ

に合ったビデオの再生を選択できます。バックアップ機能を使用すると、重要なイベント(ビデ

オとスナップショットの両方)を USBフラッシュドライブに保存できます。 

6.1検索機能の使用 

  [スタート]メニューの[検索]ボタンをクリックして、検索セクションに入ります。 

1. 検索オプション: システムは、さまざまな検索&再生方法を提供しています:一般、イベント

、サブピリオド、スマート&ピクチャ 

2. 検索日: 再生する日付で検索します。 

3. 検索の種類: システムは、検索を絞り込むために異なる検索の種類を提供します。 

4. チャンネルの選択: 検索&再生したいチャンネルを選択します。 

5. ビデオ再生コントロール: ビデオの再生を制御します。 
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 ビデオの再生を全画面表示に拡大する 

 巻き戻し 、x2、x4、x8、x16 

 スロープレー 、1/2、1/4、1/8、1/16スピード 

 再生 

 一時 停止 

 フレームごとに再生します。クリックしてビデオのフレームを再生する 

 停止 

 早送り、x2、x4、x8および x16   

 デジタルズーム: クリックしてズームインし、再生中にカメラ画像をクリックしてドラ

ッグして、選択した領域を拡大します。右クリックすると、通常の再生に戻ります。  

 ビデオクリップ。ビデオの一部を USBフラッシュドライブにすばやく保存します。

6.1.1.1 ビデオクリップのバックアップの詳細を見る 

 ビデオクリップを保存します。 

 音量調節: 音量を上げるか減らすには、スライダバーをスクロールします。  

 スナップショット: スナップショットイメージを USBフラッシュドライブにキャプチャ

します。ビデオの再生が分割画面表示の場合は、キャプチャするチャンネルにマウスカ

ーソルを移動し、  アイコンをクリックしてスナップショットを保存します。 

1. タイムライン: 連続した録画は、さまざまな種類の録画(ディスプレイの右下隅に表示され

る凡例)を表す色付きのバーで表示されます。時間枠のオプション、

を使用して小さい期間またはより大きな期間を表示します。  

異なる色で表示される記録の異なるタイプ: 

 

グリーンカラーで連続録画; 

黄色の色でモーション録画; 

I/O は赤の色で録画します。 

オレンジ色モーション&I/O録画; 

青色インテリジェント録画; 

紫色の PIR記録; 

2. 再生ステータス: ビデオ再生ステータスを表示します。 
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6.1 .1 一般的な検索とビデオの再生 

このメニューでは、選択した日付の録画を検索して再生できます。 

1. カレンダーからビデオ録画を検索する日付を選択します。 

2. 検索の種類を選択します。 

3. 検索したいチャンネルを確認するか、 チャンネル をチェックして、接続されているすべて

のチャンネルを検索します。 

4. 検索結果は、00:00 から 24:00 までタイムラインに表示されます。 

5. ボタンをクリックすると再生が開始します。 

6. ビデオ再生コントロールのボタン で再生を 制御します。 

7. 時間枠のオプション( )を使用して、より小さい期間またはより大き

な期間を表示します。 

8. USB フラッシュ ドライブに再生中にビデオのセクションをすばやく保存する場合は 

 Videoのクリップ、バックアップを使用します。 

6.1.1.1 ビデオクリップのバックアップ 

 

1. USB フラッシュ ドライブを DVR に挿入します。 

2. ビデオ録画の再生を開始します。 

3.  アイコンをクリックします。 

4. ビデオクリップのバックアップを作成するチャンネルを確認します。 

5. ビデオクリップを開始するタイムラインにマウスカーソルを移動します。 

6. マウスの左ボタンを押したまま、ビデオクリップを終了するタイムラインまでドラッグしま

す。 
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